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【課題の概要】 

 本研究は、世界初のアスガルドアーキア培養株の細胞構造や

ゲノムの解析、確立した単離培養技術による新たな培養株の取

得、環境ゲノム解析等を通じて、真核生物誕生に関する新たな

仮説を提唱することを目指すものである。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 世界唯一の培養株や培養技術を持つというアドバンテージを

生かして、長年の謎であった真核生物誕生過程の解明に迫ると

いう世界トップクラスの研究成果が期待できる。非常に独創的

かつ挑戦的なアプローチを計画しており、世界を驚嘆させる様

な成果が達成される可能性がある。 

 


